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１．老朽化対策の背景

中
設
る

・平成２４年、中央⾃動⾞道笹⼦トンネルの天井版落下事故発⽣
⇒社会資本の⽼朽化がクローズアップ

・下⽔道においても令和２年度末で49万ｋｍ、処理場数約2200箇所におよぶ
膨⼤なストックを保有

◆下⽔道は基本的社会基盤施設であり、代替機能の確保が困難なライフラインなため、
施設を計画的かつ効率的に管理し、必要機能を維持することが求められている。

①管路施設、処理場・ポンプ場の⽼朽化の進展
⇒ 1961より整備された菅野処理区は、1972年の供⽤開始より50年経過
⇒ 処理場・ポンプ場では機能維持のための部分的な改修は実施しているが

それでも設備の⼤部分で耐⽤年数が超過、
②管路施設に起因する道路陥没の増加
⇒ 菅野処理区に集中。陥没の深さは浅いものの、概ね100件/年が発⽣
⇒ 原因は⽼朽化した取付管の破損が多い

⇒下⽔道施設の機能継続を可能とする適切な管理が求められている

市川市の現状

下⽔道ストックマネジメント⽀援制度（H28創設）【財政⽀援抜粋】
下⽔道施設全体を⼀体的に捉えたストックマネジメント計画の策定とそれに基づく

点検・調査、改築 を⽀援し、施設全体の持続的な機能確保及びライフサイクルコスト
の低減を図る。 3

社会的背景



【ストックマネジメントの定義】
下水道事業におけるストックマネジメントとは、下水道事業の役割を踏まえ、

持続可能な下水道事業の実施を図るため、明確な目標を定め、膨大な施設の

状況を客観的に把握、評価し、長期的な施設の状態を予測しながら、下水道施設

を計画的かつ効率的に管理すること。

〇下⽔道施設を財源等の制約のもと適切に管理していくためには、短期的
（5年程度）な部分最適での改 築ではなく、中⻑期的な視点で下⽔道事
業全体の今後の⽼朽化の進展状況を捉えて、優先順位をつけながら施設
の改築を進めることで、事業費（年価）の更なる削減を図ることが重要
である。

〇そのためには、下⽔道施設全体の中⻑期的な施設状態を予測しながら維
持管理、改築を⼀体的に捉えて計画的・効率的に管理する必要がある。

２．下水道ストックマネジメントとは①

⇒ ストックマネジメントの導入が必要
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２．下水道ストックマネジメントとは②

下⽔道施設全体を俯瞰した
ストックマネジメントの実
施により、計画的な点検・
調査に基づく、修繕・改築
を実施
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３．市川市の下水道ストックマネジメント計画書の概要

当市の下⽔道施設は標準耐⽤年数の1.5倍供⽤するように⽬標を設定

菅野処理区の下⽔道施設は1961年より整備
1972年4⽉、菅野下⽔処理場が供⽤開始
2022年4⽉にて供⽤開始より50年が経過

ストックマネジメント計画書の内容

①ストックマネジメント実施の
基本⽅針

②施設の管理区分の設定

③個別施設の改築計画

④ストックマネジメントの導⼊
によるコスト縮減効果

計画期間５〜７年度程度
（Ｒ２年度〜６年度）に
実施可能な個別施設を記載

保全状態毎且つ施設毎に
「点検・調査の頻度」
「改築の判断基準」を設
定

３つの保全区分

標準耐⽤年数で全てを改築するより、
管渠10.3億円/年、処理場・ポンプ場8.6億円/年

１）状態監視保全、
２）時間計画保全
３）事後保全

1回/10年の頻度で調査
健全度３以下で改築
など

菅野処理区の管渠
菅野処理場・ポンプ場
の⼀部設備

菅野処理区の管路施設対
策に重点を置いた計画書

取付管（陶管）の
破損により道路陥
没が多発
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４．事業の進め方（管路施設）①

対象箇所の選定

ＴＶカメラ調査・潜⾏⽬視調査

健全度の評価

健全度Ⅰ健全度Ⅱ・Ⅲ健全度Ⅳ・V
定期点検による
状態の管理

使⽤出来ない
状態

⽼朽化対策路
線の決定

改築⼯事

設計

（他の検討要素）
・総合地震対策
・マンホール、蓋、取
付 管、桝の健全化
・維持管理上の視点

20丁⽬に区分
（⽬的）

取付管の布設替え＋
⽼朽化した管渠の健全化

⻑寿命化対象施設の選定

改築（布設替え） 改築（管更生）部分修繕

1回/10年の点検

市川市では存在しない
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４．事業の進め方（管路施設）②

８つの診断項⽬
「腐⾷」「タルミ・蛇⾏」「破損」「クラック」「継⼿ズレ」「⽊根侵⼊」「浸⼊⽔」
「取付管接合不良」としての８項⽬の損傷の有無を評価

健全度
ランク 状 態 判断基準 措置⽅法

健全度Ⅴ
(劣化なし)

構造・機能上問題
はない

８つの診断項⽬の異常は観察されな
い場合。

特に措置は不要（維
持）

健全度Ⅳ
劣化が進⾏してお
り、当⾯簡易な対
応が必要な状況

８つの診断項⽬に、Ａランク及びＢ
ランクがなく、かつ、Ｃランクがス
パンの中で1箇所以上観察される場合。

簡易な対応により必
要な措置を５年以上
に延⻑できる

健全度Ⅲ
劣化が進⾏してお
り、対応が必要な
状況

８つの診断項⽬に、Ａランクがなく、
かつ、Ｂランクがスパンの中で1箇所
以上観察される場合。

必ずしも直ぐにでは
ないが、対応が必要

健全度Ⅱ
劣化が進⾏してお
り、早急な対応が
必要な状況

８つの診断項⽬に、Ａランクがスパ
ンの中で1箇所以上観察される場合。 早急な対応が必要

健全度Ⅰ 使⽤できない状況 （下⽔道が使⽤困難となった被害） 緊急な対応が必要

管路施設の健全度判定

⽼朽化対策
検討路線

ランク判定（A,B,C)
診断項⽬の損傷度合いを表すもの。１スパン全体での評価と管１本毎の評価を⾏う。
たとえば、管１本毎の評価としての「継⼿ズレ」では40mm以上あったらＡランク 8



５．実施事業の概要（管路施設）①

Ｈ２４年度

Ｒ１年度

Ｒ２年度

Ｒ３年度

Ｒ４年度

Ｒ５年度以降

雨水ポンプ場

マンホールポンプ

処理場

凡例

R4年度
取付管布設替え
約100箇所

R4年度
取付管布設替え
約100箇所

R2年度
取付管布設替え 約30箇所

管更⽣ 約120ｍ

R3年度
取付管布設替え 約30箇所

管更⽣ 約120ｍ

＜カメラ調査＞
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５．実施事業の概要（管路施設）②

取付管の改築（布設替え）

本管の改築（管更⽣）

対策前
対策後

対策前

対策後

塩ビ管陶管

管と管のズレ

クラック

対策中

⼩⼝径管

中⼤⼝径管
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６．事業の進め方（処理場・ポンプ場施設）

対象施設の選定

⻑寿命化対策検討対象設備の検討

保全区分の分類

延命化の必要性の有無の決定

設 計

⼯ 事

・状態監視保全（主に機械設備）
・時間計画保全（主に電気設備）
・事後保全（内装や建具など）

５段階評価
５ ４ ３ ２ １

（問題ない） （機能停⽌）

改築の対象︓健全度２以下

・劣化状態の確認
・主要部品の⼊⼿の可否
・陳腐化、旧式化

健全度2以下の設備に対しLCC
の⽐較にて延命化or更新

健全度の評価

点検の実施

11



７．実施事業の概要（処理場・ポンプ場施設）

菅野処理場

菅野ポンプ場

押切ポンプ場

⽋真間ポンプ場

⾹取ポンプ場

※改築工事を発注
R4.12～R7.2

真間ポンプ場

⼤和⽥ポンプ場

河原ポンプ場

市川南ポンプ場
（建設中）

本⾏徳ポンプ場

北方ポンプ場

妙典ポンプ場

新井ポンプ場

相之川第⼆ポンプ場

相之川第⼀ポンプ場

P

処理場

排⽔機場（河川施設）
ポンプ場（下⽔道施設）

須和⽥排⽔機場

宮久保排⽔機場

美⾥苑排⽔機場

本北⽅排⽔機場

⼋幡排⽔機場

⻤⾼排⽔機場

本郷排⽔機場

原⽊三排⽔機場

原⽊第⼆排⽔機場

⼆俣排⽔機場

原⽊第⼀排⽔機場

着⾊⽂字は対策実績あり12



【管路施設】
■菅野処理区の管渠で66.4km、取付管は概ね1万箇所の膨⼤な施設数がある。
■密集した市街地の中、狭隘な道路が多く、通⾏⽌めを伴う対策となり、
１⼯事あたりの対策施⼯量に制約を受ける。

⇒⽣活環境に影響を与えない範囲で、対策エリアを分散複数化し、
年間の対策数量数を増加させ、早期完了となるよう進める。

【処理場・ポンプ場等施設】
■処理場、ポンプ場及び排⽔機場を合わせ、対策施設２６機場もあり、
耐⽤年数超過設備は多数ある。

■施設単位での改築期間は少なくとも設計１年、⼯事３年を要する。
■⼀施設単位での改築を進めてると、未着⼿施設では耐⽤年数を⼤きく
超過する設備が増え、故障のリスクが増⼤する。

⇒施設の耐⽤年数や⽇々の管理の中での状態監視を踏まえ、順に改築を進め
る。

８．今後の方針

事業費の平準化を図りながら対策範囲を拡充し、下⽔道施設が機
能停⽌にならぬよう改築を進めて⾏く。 13


